
第 3回  桔梗が丘自治連合会 議事録

日 時
平成 23年 7月 16日 (上)

19:30～ 21:30

所場 桔梗が丘公民館 大会議室

出 者席

区長 ・自治会長 18名  (別 紙記載)

欠 席 植野、中谷、川上、草野、小幡、伊藤。

自治連合協議会 ・吉野。

事務局 ・山中、松村。

決議事項

1 議事録署名人

平成 23年 度二重県総

合防災訓練について説明

(名張市危機管理室)

大垣冨1代表幹事が司会を務め、会議が,台まった。

辻森代表幹事から、時候の挨拶と各地域に於いて夏祭り等各

種の行事を活発に実施していただきお礼中し上げる。時節柄、

体調には充分留意していただきたいと述べた。

審議の前に名張市危機管理室から、本年 9月 4日 (日)開 催

される判哉23年 度二重県総合防災訓練 (名張市 ・伊賀市)基

本方針 (案)に ついて、別添資料にもとづき概ね次のような説

明があった。

総合防災訓練の概要について、目的、主催者、実施場所、被

害想定、実施が予想される訓練内容等の説明。(詳細は資料参照)

桔梗が丘地区が参カロする 「住民、消防機関による救出活動J

訓練について9時 30分 の待機から9時 50分 の終了時までの

流れについて詳細に説明があつた。(資料参照)

その他、ヘルメット、服装についての案内があった。隊長は防

災無線 1台 を持参いただきたいと述べた。

辻森代表幹事から、桔梗が丘地区からは、各プロックから4

名の 16名 、協議会の生活安全部会から4名 の計20名 が参加

することになつていると述べた。

出席者からは、3練 の内容と参加人数を考慮すると非効率に

思えるので、再考いただきたいとの意見が出された。

引き続き、辻森代表幹事が議長となり議事の審議に入つた。

本会議の議事録署名人に安藤孝氏、山村哲生氏の2氏 を指名

することに決した。



― -   1

2 自主防災隊組織に関 1  大垣冨1代表幹事から、先月の定例自治連合会に諮り承認さ

する件         |れ た 「桔梗が丘自治連合協議会自主防災隊指針J(案)、及び 「同

規約J(案 )に ついて、その後の定例理事会に於いて、次の項目

について訂正の上、承認可決されたので内容を確認いただきた

いと述べた。

要援護者登録を希望する方を訪間する際の挨拶文も合せてご

確認いただきたいと述べた。

語句の訂正、追加については次の 1～ 9項 まで。

1 指針 4-7に 「桔梗が丘消防団員を1名 選出する。」を追加.

2 指針 5(4)6ヶ 月後→ 塁に訂正

3 指針 5 (8)防 災器具
―
等を追加

4 指針 5-9に 「名張市消防団桔梗が丘分団の設立に向けて

協力するJを 追カロ。

` 15 指針 6(1)地 盤的等によリ 

ー

L盤の状況等によりに

存在期間―――
'在
任期間に変更

(3)は 第 3項 に移行する。(各区長、自

験する旨を定めた項に組み入れる。)

(副区長 畠1自治会長)を 追加.

援を必要とする内容」欄の世帯は簡潔に

一卜高齢者世帯に訂正する。

= 緊急連絡先 1 を削除する。

日常必要な生活用り 用具に変更する。

現在入つている福祉サービスーー→現在利用している福

祉サービス。

尚、規約の施行は平成 23年 7月 1日 にする旨述べた。

引き続き、議長は出席者に意見を求めた。

大垣副代表幹事から、 9月 に入ると、地区の民生委員と共に

登録希望者の家庭を訪問していただく予定をしていると述べ

た。

その他、出席者からは特に意見は無く、採決の結果全員異議

無く承認された。



3 自治連合会内規の検

討に関する件

報告事項

1 夏まつ りの施設応援

体制について

辻森代表幹事から、自治連合会内規の見直しをしたいと考え

ている。再検討が必要な項目について説明があり、お手許に現

行の内規を配付しているので、次回(9月)の定例会議までに事

務局に意見書を厳封の上、提出して頂きたいと述べた。

再検討項目として代表幹事が挙げたのは以下のとおり。

第5条 (活動及び責務):に 「各プロック別の連絡会J「年度

当初の全体連絡会議J及 び 「慶弔規程Jに ついて盛り込む。

・第6条 (会費):に各地域代表者がコミュニティ活動費から支

出する旨を規定する。

議長は引き続き出席者の意見を求めた。

Q 各自の意見を集約するよりも、執行部から内規(案)を提案

する方がいいのではないか。(複数意見として出された。)

A その方向で作業を進める。協議会規約に主な事項は定めら

れているから、内規(案)ということで進めることを了承いただ

きたい。

Q 内規(案)作成にあたっては、親睦会的な方向か、連合会と

しての活動規範なのか、1/1確にしていただきたい。

Q 地域の代表者会議 (連絡会)は 必要であるから、親睦会的

な意味合いの規定は別途設けてはどうか。

A「 自治連合協議会規約Jの第4章 に自治連合会についての規

定があるので、ここに規定された以外の活動(親睦会的なものも

含めて)について定めるのがよいと考えている。

Q 親睦会的な活動は絶対必要であると考える。そこでこの部

分を切り離して定める方向もいいのではないか。

Q 退任した代表者への餞別金について、在任期間を考慮して

考えていただきたい。

A 以上のご意見を参考に案文を作成する。

以上の審議と意見交換の結果、自治連合会内規改定に向けて

検討する事が、全員異議無く承認された。

高槻協議会健康推進部会長から、夏まつりの施設準備に各代

表者の皆さんのご協力をお願いしたい。ついては、配付資料に

記載のように8月 20日 (土)午 前9時 30分 に桔梗が屁公民

館、南公民館、商店街の3り1に分かれて備品の搬出、搬入作業、

午後 3時 から商店街で施設の組み立をする。午後 9時 からは、

まつり終了後の備品の片付けと整理をお願いする。



2 事業活動時の 「着用

ベストJの 取扱について

その他

1 敬老の日の行事につ

いて

8月 21日 (日)午前8時 からは商店街から2公 民館に備品を

戻していただく作業をしていただく.配 付資料にその割り振り

を記載しているのでご確認いただき、都合のつかないところは、

代理の方を事務局まで7月末までにご連絡いただきたいと述べ

た。

事務局から8月 の回覧送付時に個別にお願い状を出させてい

ただくと述べた。

大垣日l代表幹事から、発注していたベストが400着 納品さ

れたので、各地区に10着 づつ配布させていただく。追加を希

望される所は申し出ていただきたい。又1日ベストは残つている

分にシールを貼り付けるよう考えている。この訂正シールの作

成には 1着 90o円 が必要。そこで現在の保有枚数を調べてい

ただきたいと述べた。
.出
席者からは次のような意見が出された.

・シールの作成が9oo円 と費用が高価になるから今のままで

使用してはどうか。

・かなり以前のことで保有の状況はよく分からないことがぁ

る。

・必要な地区にだけ配付するのはどうか。

以上の意見交換の結果、次のように決した。

各地区に 10着 を配布し、必要の無い所は返却する。
・補正シールは再考する。

・各地区は保有数を調べる。

I日ベストは引き続き使用する。追力Πの作成は検討する。

辻森代表幹事から、本年度の敬老の日の行事に使用する70

歳以上の方の (長寿記念品の配付対象者)名 簿とシールを名張

市より借用した。本日、各区別に配布しているので確認いただ

きたい。本名簿は必ず返却していただくこと。利用に際しては

地区の民生委員と協働でお願いしたいと述べた。

高槻健康推進部会長から、本年度の対象者数をまとめた表を

配布 しているが、対象者は前年比 190名 増となっている。 7

0歳 ・88歳 の方も前年比46名 増となっている。数値に間違

いがあれば事務局まで申し出ていただきたい。

記念品の内容は、祝金は3千 円の商品券、記念品は検討中で



2 名張市広報に協議会

活動の紹介記事掲載につ

い■こ

すと述べた。

辻森代表幹事から、本年 10月 中旬発行の名張市広報に桔梗

が丘自治連合協議会の活動が紹介されることになり、その内容

を教育文化部会が毎年実施している 「青少年が語るこころの思

い発表会」を取り上げることにしたと澤告があった。

辻森代表幹事から、先月の定例会議で名張市危機管理室から

案内のあった、ハザー ドマップに避難所を掲載希望される地区

は事務局まで届けていただきたいと述べた1(再 確認)

辻森代表幹事から、資料にある 「飛翔 (はばたけ)名 張つ子J

は名張市スポーツ少年日本部が発行した機関紙なので参考にご

覧頂きたいと述べた。

3番町小坂自治会長から、 9年 間続けている 「桔梗が丘体操

会Jが その活動ぶりを認められ株式会社かんぽ生命保険から表

彰されることとなったと報告があった。

以上で審議は終了した.

8月の定例会は開催しないことに決した。

議事録署名人

3 名張市ハザー ドマッ

プについて

4 飛翔 (はばたけ)名

張つ子について

5 桔梗が丘体操会の表

彰について

議

議事録署渚人

次回開催 平成 23年 9月 17日 (土)19:30

桔梗が丘公民館 大会議室


